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パーム油問題解決！アクションガイド？	
－アジアの未来に熱帯林を残せるかー	
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プランテーション・ウォッチのご紹介	

プランテーションのもたらす環境・社会問題の改善・解決に取組む団体のネットワーク	
構成団体	
•  国際環境NGO	FoE	Japan	
•  サラワク・キャンペーン委員会	
•  地球・人間環境フォーラム	
•  熱帯林行動ネットワーク（JATAN)	
•  メコン・ウォッチ	
•  レインフォレスト・アクションネットワーク日本代表部	
　　	
	
	
	



アブラヤシってどんなもの？	
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原生林に近い森林	

二次／疎林	伐採	



パーム油の原料：アブラヤシ	
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・原産地は西アフリカ、1960年代から
東南アジア（マレーシア、インドネシ
ア）での栽培が拡大	
	
・植栽後3年目～20年以上、ほぼ通年　
収穫可能	
	
・果房一つが20kg以上	
	
・収穫後24時間以内に搾油しないと
劣化が進む　→　搾油工場の周囲に
大規模農園が必要	
	
・20-25年で樹高20m以上になり収穫
困難　→　植え換え	
	
	
	

BCTジャパン	



パーム油の原料：アブラヤシ	

5	

主産物	
・果肉　→　パーム油	
・種子　→　パーム核油	
	
	
	
副産物	
・PKS（パームヤシ殻：Palm	Kernel	
Shell）　→　燃料	
・EFB（空果房：empty	fruit	bunch）	
　　　　　→　燃料等	
　　　　	

ⒸBCTジャパン	

Ⓒ不二製油	



・1960年代にパーム油
の輸入開始	
	
・食品需要が８割～	
	
・2016年の輸入量	
　約65万ｔ	
　増加を続けている。	
	
・一人当たり消費量:	
年5キロ（食品のみ）	

6	図：プランテーション・ウォッチ作成	

日本のパーム油消費	



世界の５大植物油生産量	
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植物油全体の 
生産量は５０年間で 
１７倍に！	

パーム油の 
生産量は５０年間で 
34倍に！	



森林→プランテーション	
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原生林に近い森林	

二次／疎林	 伐採／造成	 プランテーション	伐採	

東南アジアの熱帯林の最大の脅威＝
アブラヤシ農園（UNEP)	

満田（FoEJ)作成	



	

パーム油の諸問題	
	

環境面	
•  生産地での森林減少・森林火災の原因	
•  温室効果ガスの膨大な排出	
•  オランウータン、アジアゾウ始め貴重種の生息地減少	
•  ＝生物多様性への多大な影響	

社会面	
・大規模な土地開発　→　	
　　先住民族や地域住民の権利侵害、生活・文化を破壊	
・土地紛争	
・汚職や不正の温床	
・農園労働者の人権問題（奴隷労働、児童労働など）	
	
	
	

9	



　・消費国として	
　　72.6万ｔ（パーム油＋核油,2016）＜中国、インド、EU各5-600万ｔ	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 世界生産量約6,700万ｔ(2017）	
　・グローバル企業として　	
　　商社やグローバル企業は海外拠点で流通・生産・販売	
　　＝日本の輸入量に含まれない		
　　　日本企業のパーム油調達量（RSPO加盟企業上位10社）　　　　　	
	
	
	
　　　	
	
	
	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RSPO	ACOP2017	
日本のRSPOメンバー企業の調達量（2017）全体は約259万ｔ。商社とメーカーは重複
するので商社のみでも200万トン強と国内消費量の3倍に達する。	
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日本とパーム油の関わり	

No	 企業名	 調達量(t)	 No	 企業名	 調達量（ｔ）	

１	 不二製油	 735,859	 ６	 双日	 80,000	

２	 三井物産	 520,000	 ７	 丸紅	 42,668	

３	 花王	 417,000	 ８	 味の素	 34,237	

４	 伊藤忠商事	 360,000	 ９	 坂本薬品工業	 22,000	

５	 三菱商事	 309,300	 10	 ライオン	 13,500	



	
　・投融資国として	
　　　　三大銀行によるパーム油関連産業への投融資	
	
　・エネルギー消費国として	
　　　バイオマス発電原料としての輸入（PKS,	パーム油）	
　　　　PKS(パーム核殻）輸入量	

　　2.6万ｔ（2012）→76万ｔ（2016年）→2017年は114万ｔ　　　　　　　　　　　　　　　　
パーム油発電もスタート（2014年～）→１基６万トン規模？	

　　　再生可能エネルギー固定価格買取制度（FIT）により	
　　　“再生可能エネルギー”が高く買い取られるようになったため	
　　　（消費者負担1世帯8千～1万円ほど）	
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日本とパーム油の関わり	



プランテーション・ウォッチの活動	
　　１）調査・ネットワーキング活動	
•  　現地調査：年2回ほどインドネシア、マレーシアの生産現場、

NGO訪問。泥炭開発、認証の課題、人権侵害のあるケースを中
心に調査。	

•  　現地NGOを招聘しセミナー・戦略会議等（年2、3回以上）	
•  　RSPO年次会合への参加（2010年？～）	
•  　企業のパーム油調達状況についてアンケート、ヒアリング実施	
•  　対象企業：	
　　　　化成品：サラヤ、花王など取組みは早かった。	
　　　　食品：ネスレ、マクドナルドなど外資の取組みが先行。	
　　　　　　　　国内メーカーは初動遅れ。	

　　　　　　近年、味の素が旗振役になりRSPO認証油使用が増加　　　　　　	
小売り：イオンが調達方針出すも、RSPO止まり	

　　　　パーム油発電事業者：H.I.S.	
　　	

	

12	



プランテーション・ウォッチの活動	

　　２）政策提言	
•  　　企業への調達方針策定の働きかけ（上記アンケート、ヒアリング）	
•  　　セミナー等の開催による情報提供と提言	
•  　　グリーン購入法（政府調達における環境配慮を求める法律）への提案　　　　　　　　　

（配慮事項としてRSPO認証製品を優先的に調達すること）	
　　　　東京2020パーム油調達コードへの情報提供	
•  　パーム油発電に関して経済産業省、FIT（再生可能エネルギー固定価格

買取制度）価格算定委員会メンバーへの情報提供と提言	
•  　　りそな銀行との定期的な意見交換（CSRレビューフォーラムの活動とし

て）	
	
政策提言に関しては、パーム油だけでなく木材・紙、特に違法伐採木材問題
とともに活動している部分も含まれる。	
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プランテーション・ウォッチの活動	

　３）普及啓発	
•  Webサイト等を通じた情報発信（あぶない油、パーム油調達ガ

イド、COP支援サイトなど	
•  メディアへの情報提供（現地NGO等招聘時に取材依頼、現地取

材のお願いなど）	
•  開発教育教材の開発（2017～、開発教育協議会と協力）	
•  食品表示法の改正による「植物油」→「パーム油」への表示変

更を求める活動	
•  他団体との連携、情報共有（ウータン、ボルネオ保全トラスト、

WWFジャパン、more	treesなど）	
•  学生団体との協力と情報提供（ボルネオ保全学生グループ）	
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プランテーション・ウォッチの目標	
パーム油に関して	

•  ＠生産現場	
•  森林減少ゼロ、人権侵害ゼロ、泥炭開発ゼロの実現	
（No	DeforestaZon,	No	ExploitaZon,	No	Peat	development	:NDEP）	
　　森林減少ゼロの定義はまだ定まっていないが、HCS（High	Carbon	Stock）ア
プローチが有効と考えられる。HCSでの新規開拓を行わないことに加え、既に開
発された泥炭地や国立公園などは農園から森林に戻す必要がある。	

•  ＠消費国	
•  上記NDEPを、企業（商社、メーカー、小売り）の調達方針に明記

すること。	
•  NDEP達成に向け、確実な実施が行われること	

•  パーム油の燃料利用は、GHGが高いことから再生可能エネル
ギーとして位置付けるべきではなく、行わないこと。	
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プランテーション・ウォッチのサイト	
１）あぶない油（２０１6年2月開設）	
一般の方向けのサイト	
•  「パーム油」で検索してみましょう	
•  h^p://plantaZon-watch.org/abunaiabura/	
•  ミニアクションとして「パーム油が何に入ってるか知りたいボタン」	
　　2万人以上がポチっと！	
２）パーム油調達ガイド（ ２０１6年6月開設）	
企業の調達担当者向けのサイト	
h^p://palmoilguide.info/	
３）海外旅行deお役立ち（2017年6月開設）	
Center	for	Orangutan	ProtecZon	(COP)支援（クラウドファンディング）	
h^p://plantaZon-watch.org/jatan/cop/	
４）あぶない油総選挙（カップ麺）	
消費者から企業に直接「応援メッセージ」を届けられるサイト	
h^p://plantaZon-watch.org/sousenkyo/	
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お菓子会社、食品販売会社、パン業界も公開中	
h^p://plantaZon-watch.org/abunaiabura/sugoroku_instant/	



アクション！ガイド	

•  １）知る：情報収集、セミナー参加	
•  ２）伝える：話す、SNS、投稿など	
•  ３）動く：セミナー企画、現地に行く、調査して

みる、企業・政府に問合せる（メール、電話）	
	
例）ボルネオ保全学生グループ（SGBC)	
	

他には何ができそうか、考えてみよう！	
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持続可能なパーム油？①－認証	

	
	

１）増える認証システム	
〇RSPO（持続可能なパーム油のための円卓会議）：2004~	
　 民間ボランタリー（任意）の仕組み。世界のパーム油の19%が認証を受

けている。	
　　創設、理事会には環境・社会NGOメンバーが加わる	
　　→国際的に最も信頼されているが	
	
○国別認証	

マレーシア	
MSPO：Malaysian	Sustainable	Palm	Oil	CerZficaZon：2015~	
インドネシア	
ISPO：Indonesian	Sustainable	Palm	Oil：2011~	

　　政府の仕組み。将来的に義務化（MSPO：2019、ISPO：2022）	
						NGOは創設に関与せず	
　　→始まって日が浅いためまだ実態がわからず、信頼できるか不明	

　NGOの関与が無いため、環境・社会配慮が十分か不明	
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持続可能なパーム油？①－認証	

	
	

２）RSPO認証の課題	
認証の基準や実施体制等は、NGOの指摘を受け徐々に改善され
ている。しかし・・・	
・RSPO認証企業の関連農園で、森林伐採、貴重種の殺害、土地
紛争や人権侵害などへの関与が問題となることがある。	
・農園毎に取得するため、メンバー企業が関与する非認証農園で
問題を引き起こしているケースがある。	
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RSPOメンバー企業	

RSPO認証農園	 非認証農園	



	

	

	
	

持続可能なパーム油？①－認証	
	
	

	
	

２）RSPO認証の課題	
インドネシアのオランウータン保護団体（Center	for	Orangutan	
Protecrion:COP）の視点	
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・RSPO認証によって状況は善したか？	
　　　企業にはYes/オランウータンにはNo	
	
・認証はマーケティングの道具になり得る	
　　　付加価格と新市場へのアクセス	
	
・オランウータンは16年間に15万頭殺害　　　　　　　	
　　　多くがパーム農園開発と関連	
	
	
	

認証パーム油＝持続可能？	



	

	

	
持続可能なパーム油？①－認証	

	

	
	

２）RSPOの課題を補うしくみ	
	
・認証＝“森林減少ゼロ、泥炭開発ゼロ、人権侵害ゼロ”ではない。	
	
RSPO基準に加え、森林減少を止め、気候変動抑制のために泥炭地保
全を行い、土地権、労働権、児童労働を含む人権侵害に対処することを
求めている。	
	
・POIG（パーム油革新グループ）：NGO、RSPO会員企業がメンバー	
・RSPO	Next：RSPO自身によるより高いレベルの自主基準。	

すべての農園でRSPO	NEXT方針に沿った実践を求める。	
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持続可能なパーム油？②－調達方針	

	

	
	

〇調達方針を通じた持続可能性への取組み	
・　物資・サービスを購入する際に、環境や社会に配慮した	
　「責任ある調達（購入）」を調達方針で定める企業が増加	
	
・日本企業の「森林減少ゼロ、人権・労働状況の改善、泥炭地の

保全」調達方針：花王、不二製油	
	
・上記の３つのゼロを確認するためには	

　　→認証だけでなく、現地農園までのトレーサビリティ確保	

　　→現地NGOとの連携を通じた情報収集	

　　→課題のある農園企業とのコミュニケーション、改善を求める
ことなどが必要となる。	
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認証は森林減少を止められるか？	

	

	
	

〇認証は持続可能性の追求に有効なツール	
〇現状のRSPO認証のみでは、持続可能性の達成は困難なことも	
〇調達方針を通じた取組みの中で、認証も活用できる	
〇認証の原則と基準（P&C）をより強固なものにする	
〇原則と基準に則った施業実施を確実に	
	
・３つのゼロ（森林減少・泥炭地開発・人権侵害）達成は更に	

　　→認証だけでなく、現地農園までのトレーサビリティ確保	

　　→現地の情報収集（NGOとの連携などを通じ）	

　　→課題のある農園企業とのコミュニケーションと改善	

などが必要となる。	
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